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外国学生用 目本語教科書
『分野別用語集』の語彙
野 村 雅 昭 ・山 下 喜 代
1.『 分 野 別 用語 集』 の 目 的 と性絶
早 稲 田 大 学 日本語 研 究 教 育 セ ン ター で は,1996年3月 にr外 国 学 生 用
日本 語 教 科 書 分 野別 用 語 集 』(以 下 で は 『用 語 集 』 と略 称)を 刊 行 した 。
この 『用 語 集 』 は,中 級 以 上 の 日本 語 学 習者 の語 彙 力 ・表 現 力 の伸 長 を 目
的 と し て編 集 され た もの で あ る。話 題(ト ピ ック)に よ っ て分 類 され た30
の分 野(課)別 に,そ れ ぞ れ の話 題 と結 び つ く見 出 し語 が,小 トピ ッ ク ご と
に グ ル ー プ と して掲 げ られ,必 要 な 語 に は短 文 に よる用 例 が付 され て い
る。 また,ト ピ ック に よ って は図 版 を掲 げ,理 解 の助 け と して い る。
こ の種 の教 材 と して は,初 級学 習 者 を対 象 と した も のが幾 っ か 出版 され
て い る,そ の 中 に は,図 版 を 中心 と した もの も少 な くない 。 し か し・.中級
お よび 上級 以 上 の学 習 者 を対 象 に した もの は,そ う多 くは ない 。 そ の 理 由
は幾 っ か考 え られ る が,主 な もの と して は,こ の レペ ル の学 習 者 が必 要 と
す る語 彙 は,少 な く と も5千 語 を超 え る こ と が挙 げ られ る。 ま た,上 級
レベ ル に進 む に つれ て,学 習者 そ れ ぞ れ の 学 習 目的 が絞 られ て くる た め,
そ れ ぞ れ の必 要 とす る語 彙 は多様 化 す る 。 そ れ らの うち,共 通 度 の高 い語
彙 を選 ぶ こ とは 困難 な作 業 で ある 。 しか も,そ れ を一 冊 の教 科 書 と して編
む こ と には,教 授 上 か ら も,出 版 ・印刷 上 か ら も難 しい問題 が 存在 す る 。
本 セ ン ター で は,そ の よ うな問題 意 識 に基 づ き,種 々 の観 点 か ら検 討 を
行 い,い わ ゆ るテ キ ス トで は な く,ハ ン ドプ ック的 な教 科 書 を作成 す る こ
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とにした。すなわち,教 室で指導者の助言のもとに必要な単語 を探した
り,そ れ と類義の単語の存在にも気づかせた りすることを意図 している。
それも,単 なる語彙 リストではなく,限 られた紙幅の中で,学 習者に何 ら
かの情報 を与えることが必要である。また,学 習者が個人で学習するとき
に机辺に置き,参 照できることを考慮 した。
そのような目的にかな う教科書 を編集するため,本 センターに設けられ
た 「中級教材研究会」の語句 ・漢宇部会では,デ ータの収集を行 うととも
に,数 年問の検討 を経て,1994年3月 に,ま ず 『用語集』の 「試用版」
を作成 した。そして,実 際に教室で使用 した経験に基づき,さ らに検討を
加え,修 正を施 し,一 昨年に 「本版」 を刊行 した。刊行後も収録 した語彙
の分析を続け,そ の作業は,現 在 「語彙データベース研究会」に引き継が
れている。
本稿は,こ のような性格をもつ 『用語集』に収録 された語彙について分
析した結果を報告することを目的 とする。報告の内容は,語 彙論的な分析
と日本語教育の観点からの考察が中心 となる。
試用版 の企画 ・執筆は,専 任研究員の鈴木義昭,中 村明,野 村雅昭,細
川芙雄,森 田良行,助 手の木村義之(現 十文字女子短大専任講師),山 下喜目
代(現青山学院大専任講師)が担当 した。本版の加筆 ・編集 ・刊行は,野 村
と山下が当た り,助 手の小出美河子,田 中妙子が作業を助けた。本稿は野
村 と山下が執筆 し,デ ータ分析の基礎資料の作成には,・語彙データベース
研究会の小出と田中が協力 した。
2.語 彙量の概観 と用語の定義
以下で分析の対象 とする語彙量 は,r用 語集`の 本文でr見 出し語」 と
して提出された語および索引(見出 し語索引1こ とわざ・慣用句索引)に掲
げた語 に関する集計結果である、見出 し語 とは,編 者が中 ・上級の学習用
語として選び,意 図的に提出したものである。したがって,見 出し語 を中
心 とする語彙量の分析 は,い わゆる計量語彙論的なそれではない。例え
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ば,「 これ 」 「そ の」 「す る(為 る)」 「決 して」 の よ うな基 本 的 な語 は,例 文
の 中 に は しば しば 出 現 す るが,見 出 し語 と して は提 出せ ず・ 索 引 に は採 ら
な か っ た の で,対 象 か らは 除 かれ る 。 た だ し,「 か れ(彼)」 「そ ろ う(揃
う)」「突 然 」 の よ うな語 は,見 出 し語 と して は提 出 して い な い が,索 引 に
は掲 げ て あ る 。 これ らの語 は,そ の よ うな 区別 を して,分 析 の対 象 とす る
こ とが あ る 。
見 出 し語 の 中 には,2つ 以 上 の分 野(課)で 見 出 し語 と して 出現 す る もの
が あ る 。例 え ば,「 魚 屋 」 は,〈1.食 物>と 〈12.職 業 ・仕 事 〉の2課 で 見
出 し語 とな って い る。 こ の よ うな揚 合,索 引 で は1か 所 に示 され て い る
が,そ れ ぞ れ の課 で は各1回 出現 した もの とす る 。 単 に,見 出 し語 とい
う ときは,前 者 の 『用 語 集 』 全体 で 出現 した語 の種 類(異 な り数)を 問 題 に
す る揚 合 を指 す 。
ま た,「 故 郷(こ き ょ う)」 は,『 用 語 集 』 全 体 で は,5回 出現 す る。 そ の
うち,見 出 し語 と して 出現 す るの は<26,地 理 ・場 所>だ け で,他 の4か
所 で は例 文 の 中 の用 語 と して 出現 して い る。 この よ うな場 合,見 出 し語 と
して は1回 と数 え,出 現 語 数 として は5回 と数 え る。 こ れ を総 語 数 と称
す る こ とにす る。目た だ し・例 文 に しば しぱ 出 現 す る語 は,す べ て を索 引 に
示 して い ない ので,総 語 数 は いわ ゆ る延 べ 語 数 で は な い 。
以 上 の考 え方 で,『 用 語 集 』 に出 現 した 「見 出 し語 」 と 「慣 用 句 ・こ と
わ ざ」 を整 理 す る と,下 記 の よ うにな る。
異 な り数 総 語 数
見 出 し語,6,54613,5研
慣 用 句 ・こ とわ ざ417441
す な わ ち,「 見 出 し語 」 と 「慣 用 句 ・こ とわ ざ」 を合 わ せ る と,七 千 語
近 くの単 語 が こ のr用 語 集』 で は,提 出 され て い る こ とに な る。 また,例
文 中 に のみ 出現 す る 単 語 の異 な り数 は約1,500な の で,こ の 『用 語 集 』
に は慣 用 句 を含 め約8,500語 が収 め られ て い る こ と に な る。 語 数 の上 か
らだ け言 えば,上 級 学 習 者 用 の教 科 書 と して は,十 分 な量 に達 して い る と
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見 られ る。
以 下 で は ・ 上 の 「見 出 し語 」 を対 象 と し,そ の 内容 に つ い て 分 析 を行
う。「慣 用 句 ・こ とわ ざ」 は,差 し当 た9,除 くこ と にす る。 見 出 し語 の
中 に も,慣 用 句 に相 当 す る もの が含 まれ る が,そ れ を語構 成 の面 か ら問題
にす る揚 合 は 「連 語 」 と して扱 う、
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25.天 体 ・気 象129(295〉
26・ 地 理 。揚 所310(686〉
27.時 間368(803)
28・ 数 量 ・図 形 ・色 彩356(760)
29,心 理 ・感 情403(911)
30.思 考 ・言 語538(11糾)
これ らの分 野 は,学 習 者 の興 味 を引.きや す く,単 語 の意 味 的 な集 合 と し
て意識 す るの に無 理 の な い トピ ッ ク を選 定 して決 め た もの で あ る。そ れ と
と もに,実 際 の授 業 で な るべ く1課 の 学 習 に 要 す る時 間 を一 定 に した い
とい う要求 もあ っ た 。 しか し,そ の 両方 を満 た す の は難 し く,語 数 にか な
りのば らっ きが あ る。 そ の こ とにっ い て は,「5.意 味分 野 の検 討 」 で 改 め
てふ れ る こ とにす る 。
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3、 見 出 し語 の属 性 に よ る分 析
3。1品 詞 別 構 成 比
こ のr用 語 集 』 に 出 現 した 見 出 し語 を品詞 別 に示 した の が,表1で あ
る 。 こ こ で い う品詞 は,い わ ゆ る学校 文 法 の 品詞 を指 す 。代 名 詞 は・ 名 詞
とは 区別 した。造 語 成 分 に は,狭 義 の接 辞 が含 まれ る。連 語 は,慣 用 句 を
含 め,2語 以 上 の結 合 体 で あ る。
合 計 数 が先 に示 した見 出 し語 の 異 な り数 で あ る6,546語 と一 致 しな い
の は,例 えば,上 で は1語 と した 「自然 」 を こ こで は 名 詞 と形 容動 詞 の
双方 に,あ る い はrあ い に く」 を形 容 動 詞 と副詞 と に重 複 して数 えた た め
で あ る。 ま た,「 研 究 」 「成 功 」 の よ うな サ変 動詞 の語 幹 は,名 詞 と動 詞 と
の 両 方 に含 め て あ る。
全 体 で は,名 詞 の比 率 が圧 倒的 に高 い 。 こ の種 の意 味分 類 体 の語 彙 教 科
書 で は,ど う して も名 詞 中心 の分 類 に な りが ち で あ る。 しか し,こ の教 科
書 で は,で き る か ぎ り名 詞 と関係 の深 い動 詞 や 形 容 詞 を採 り上 げ る こ とに
努 め た占 そ の結 果 は,表1の 比率 に も表 れ て い る 。一 般 の国語 辞 典 の見 出















語 集 』 の特 徴 は よ く うか が わ れ る と見 られ る(数 字 は百 分 比)、
名 詞 一82.8動 詞 一9.3形 容 詞 一L1形 容 動詞 一2.0副 詞 一2.4
(『新 選 国 語 辞 典(第7版,1994)』 に よ る)
例 えば,こ の教 科 書 で は,〈22.動 物 〉の[7.動 物 の動 作]で,「 歩 く」
「走 る」 「駆 け る」 「跳 ぶ 」 「跳 ね る」 「飛 ぶ 」 「泳 ぐ」 「は う」 の8語 を見 出
し語 と して掲 げ,「 つ ぱ め 、〆とん ぼ が飛 ぶ 。」 の よ うな例 文 を添 え た。 これ
に よ り,動 物 名 と移 動 動 詞 の 関係 が 自然 に理解 され る こ と を意 図 した わ け
で あ る 。 あ るい は,r決 め る」 の よ うな抽 象 的 な意 味 の動 詞 は,く16.法
律 〉の[1.規 則]で,「 規 則 」 「ル ー ル 」 「決 ま り」 な どの名 詞 と関 連 して 学
習 させ る こ とに した 、 あわ せ て,「 決 め る」 の例 文 には,r… を決 め る」 と
い う形 で,「 方 針 」 「計 画 」 「態 度 」 な どの抽 象 的 な意 味 の名 詞 と共 起 す る
こ とに注 意 を促 した ・ これ らの名 詞 は,上 級 学 習 者 に は習得 が必 至 の単 語
で あ るが,ト ピ ッ ク別 の構 成 で は提 出 しに くい もの で あ る 。
この教 科 書 の も う一 つ の特徴 は,造 語成 分 を積 極 的 に採 り上 げ た こ とで
あ る 。上 記 の国 語 辞 典 で は,造 語 成 分 ・接 頭 語 ・接 尾 語 を合 わ せ た 語 数
は,869語(L1%)で あ る が,こ の 『用 語 集 』 で は,比 率 の上 で それ を上
回 って い る。造 語 成 分 は,次 の よ うな形 で提 出 され て い る 。





(〈8.人物>の[6,態 度 ・性 格])
作製 複 製 精 製 既 製 特製 木製 外 国製
(〈13.生 産 ・製 造 〉の[3.工 業 ・鉱 業])
かす り傷 擦 り傷 切 り傷 生 傷 古傷
(く21.生 理 〉の[6.病 気 ・治療])
木 立 木 の葉 木 の実
(〈23.植 物 〉の[4.木 ・樹 木])
半 年 半 月 半 目 半 世 紀
(〈27.時 間〉の[2。 年 ・月 ・週 ・目])
これ らは,狭 義 の造 語成 分(語 基)に と どま らず,接 辞 や 単 語 を含 む も の
で ある。 この よ うな造 語 力 の強 い 単位 を採 り上 げ る こ とに よ り,た だ単 語
一100一
を覚 え る の で な く,そ れ を含 む一 群 の語 を理 解 す る手 掛 か り を与 える こ と
が 可能 に な る はず で あ る。 た だ し,純 接 辞 的 な 「無 て」 「一化 」 「一 さ」 な
どは,こ の 『用 語集 』 で は 見 出 し語 とす る こ とがで きなか っ た 。
連 語 は きわ めて わ ず か だ が,上 の集 計 で は,「 も ラ少 し」 「若 い者 」 の よ
うな もの に限 って い る。 ま た,「 慣 用 句 ・こ とわ ざ」 に掲 げ た も のは,集
計 か ら省 い て あ る 。例 えば,「 あ っ とい う間」 「間 が も た な い 」 は 「慣 用
句 ・こ とわ ざ索 引」 に あ る。 た だ し,「 間 を置 い て か ら話 し だす 。」 とい
う例 文 中 の 「間 を置 く」 は索 引 を作 る際 に,「 問 」 「置 く」 と して 処 理 した
の で,連 語 に も慣 用 句 に も含 まれ な い 。 この種 の慣 用 句 に近 い 連 語 を含 め
れ ぱ,こ の教 科 書 の連 語 は もっ と多 数 に上 るはず で あ る。
「代 名 詞 」 「連 体 詞 」 「副 詞 」 は
,少 数 で あ る。 また,い わ ゆ る十 品 詞 の
内 の 「接 続 詞 」 「感 動 詞 」 「助 動 詞 」 「助 詞 」 は,表1に は な い 。 こ れ ら
は,こ のr用 語 集 』 の よ うな トピ ック に よ る分類 体 の本 で は,見 出 し語 に
立 ち に くい もの で あ る ・ これ らの 内 の 主 な もの は,す で に初 級 段 階 で提 出
され てい る と見 られ る。 また,中 ・上級 に相 当 す る もの は,別 途 の方 法 で
提 示 す る こ とが効果 的 で あ る と考 え られ る。
3・2語 種 別 構 成比
次 に,こ の 了用語 集 』 の 見 出 し語 の語 種 構 成 に つ い て検 討 す る 。語 種 と
は,単 語 の出 自 に よ る区別 で ある 。漢 語 に は,中 国 か ら流 入 した もの の ほ
か,そ れ に な ら っ て作 られ た 日本 製 の音 読 語 も含 ま れ る 。 混 種 語 は,「 荷
物 」 「消 し ゴム 」 な ど,2種 以 上 の異 な る語 種 か らな る合 成 語 で あ る 。表
1でr連 語 」 と した も のは,表2で は除 かれて い る。
見 出 し語 り語 種 別 構 成 比 は,次 ぺ 一 ジ の表2の 通 りで あ る。 漢 語 が半
数 以 上 を 占 め,和 語 が そ れ に 次 ぐ。 こ の 両 者 で85パ ー セ ン ト以 上 が 占 め
られ,外 来 語,混 種 語 の比 率 は小 さい 。
これ を,各 種 の 文 章 の語 種 構 成 比 と比 べ て み る と,次 ぺ 一 ジ の表3の
よ うに な る・ 数 字 は,異 な り語数 の百 分 比 で 示 した。 合 計 が100パ ー セ
ン トに な らな い もの は,そ の調査 の集 計 法 に よ る た めで あ る。文 章 の ジ ャ
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表2見 出 し語 の語 種別構成比
1異 なP数(百 分 比)
和 語2,008(30.8〉
漢 語 3,632(55.8)
外 来 語 552(8.5)
混 種 語 319(4.9)
計 6,511(100.0〉
ンル の下 に添 え られ た 数 字 は,調 査 対 象 に な っ た文 章 の発行 年次 〔西暦)で
あ る。 ジ ャ ンル は,漢 語 の構 成 比 の多 い順 に,左 か ら右 へ並 ぺ て あ る。
これ らは,調 査 の年 次 も,調 査 単 位 もそれ ぞれ に異 な り,簡 単 な比 較 は
難 しい が,お お むね,話 し こ とば よ り も書 き こ とば の ほ うが漢 語 の比 率 が
高 い こ とが わ か る.ま た 、若 年 層 よ り も高 年 層 の ほ うが漢 語 を多 く使 うこ
とが,一 般 人 よ りも知 的 職業 に従 事 す る人 の ほ うが,漢 語 や外 来語 を多 く
使 いそ うな こ とが読 み取 れ る。 国語 辞 典 は,そ れ ら を総 合 した存 在 と し
て,も っ と も漢 語 の比 率 が高 い こ と を特 徴 と して い る 。
こ の結 果 を表2の 『用 語 集 』 の構 成 比 と比 べ る と,興 味 深 い事 実 が導
き出 され る 。 まず,こ の教 科 書 の漢 語 の構 成 比 は,こ れ らの どの調 査 よ り
表3各 種文章の語種構成比




斜 目口 」',二 」0、 u.フ
漢 語 52.9 ヰ7.5 40.0 29.7 21.5
、外 来 語 7.8 9.8 10.1 4.0 3.5
混 種 語 2.2 6,013・Oi2・31 10.O
和 …輩371 367 46 9 64.0 61.3
上の引用 の典拠 となった文献略称(詳細 は稿末文献一覧参照)
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も高 く,国 語辞典よりも大きな値を示 している。これは,編 者が語彙 を選
定する際に,上 級学習者を念頭に置いていたことを意味する。普通の会話
にはほとんど不 自由がなく,読 解力,文 章表現力 をつけることを望む学習
者にとって,そ の基礎 となる語彙力の充実は,漢 語を主体 とする書きこと
ばの語彙の習得にほかならない。そのような要求 を,私 たちが意識的にあ
るいは無意識的に受け入れた結果がこの数値に示 されていると見られる。
そのことは,『 用語集』 の語種構成比が,同 じ話 しことばの調査 でも,
テレビのことばよりも 知識人の会話に近い値を示 していることとも関係
する・この知識人とは日本語教育関係者や言語研究者で・学習者が接す る
指導者層の言語 を反映 している。日本語の授業であると否 とにかかわ ら
ず,大 学の構内で学習者が耳にする日本語の実態は,一 般人のそれ とは異
なるものであることを,表3の 数字は物語 る,例 えぱ,外 来語の割合は,
テ レビのそれに比べ,知 識人の会話では高い。r用 語集』の外来語の比率
が高いのは,日 本語学習者が悩みとする外来語の習得 に手掛かりを与 える
ものである。
ただし,上 の結果 を反省的に眺めるならば,漢 語の比率がこれほど高 く






次に,「 見出し語」を語構成単位から見た揚合の分析 を行 う。見出 し語
を 「単純語」「複合語」「派生語」に分け,そ れぞれを語種別に示したのが
次ページの表4で ある。表1で 「造語成分」「連語」 としたものは,表 尋
では除いてある、漢語の中には,r積 極的」「不景気 」のように接辞 を構成
要素 とする派生語も含まれるが,字 音形態素を語基 と接辞に区別するのは
ここでは意味がないと思われるため,す べて複合語 として集計してある、
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見出 し語 が 単純 語 で提 出 され る か合 成 語 〔複合 語 ・派 生語)で 提 出 され る
か は,語 種 に よ っ て か な りの違 いが あ る。和 語 は,半 数 以 上 が単 純 語 で あ
るが,合 成 語 も40パ ー セ ン ト強 を 占 め る。 そ れ に対 して,漢 語 は大 部 分
が合 成 語(複 合 語)で あ る・ 「愛 」 「鉄 」 「門」 な どの単 純 語 は,5パ ー セ ン
霞 こも満 た な い 。 それ と対 照 的 に,外 来 語 は90パ ー セ ン ト近 くが単 純 語
で あ る。 合 成 語 に は 「テ ニ ス コー ト」 「ホ ー ム ドラ マ」 の よ うな単 語 が含
ま れ るが,数 は多 くな い 。混種 語 は複 合 語 と して採 り上 げ られ る もの が多
い が,「 愛 す る」 「感 じる」 「ふ ま じめ」 の よ うな派 生 語 も少 数 含 まれ る。
全 体 と して は,複 合 語 が70パ ー セ ン ト弱 を 占 め て い る 。 そ の内 訳 を示
したの が 次 ぺ 一 ジ の表5で あ る。丁 …単 位 語 」 の よ うに示 したの は,形 態
素 〔単 語 を構 成 す る,意 味 を有 す る最 小 単位)の 数 に よ る区 分 で あ る 。
漢 語 は,全 体 の約4分 の3を 占 め るが,そ の更 に4分 の3強 を2単 位
語 が 占 めて い る。2単 位 語 とは す な わ ち二 字 漢 語 の こ とで あ る か ら,全 見
出 し語 の約58パ ー セ ン トを二 字漠 語 が 占 めて い る こ とに な る。 先 に,語
種別 構 成 比 の分 析 で漢 語 の割 合 び大 きい こ とを指 摘 したが,そ れ を語 構 成
の面 か ら説 明 す れ ぱ,2字 漢 語 が 占 め る比 率 が高 い とい うこ とに な る 。 そ
の こ との よ しあ しは別 と して,中 級 以 上 の学 習 者 に とって,漢 語 特 に二 宇
漢 語 の 習得 が量 的 に も問題 とな る こ と を意 味 す る もの と言 え よ う。
3単 位 語 は,や は り漢 語 が多 い 。 「小 学 校 」 「自動 車 」 「地 下 鉄」 な ど の
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表5複 合語の 内訳


























































基 本 語 渉含 まれ る た め で あ る 。3単 位 語 で は,混 種 語 もや や 多 くな っ て い
る 。 これ は,「 誕 生 日」 「運 動 靴 」 「研 究 セ ン ター 」 な ど,二 字漢 語 を含 む
もの が多 い た め で あ る 。 尋単 位 以 上 の 語 で は,漢 譜 の割 合 が 一 層 高 くな
る 。 「健 康保 険 」 「専 門 科 目」 「・唐報 化 社 会 」 「政 治 経 済 学 部 」 な どの語 は,
学 習 者 に とって・や は り基 本 語 に近 い と ころ に位 置 す る も の だ ろ う。
4・ 基 本 語 彙 との 対 照
以 上 の単語 の属 性 に関す る分析 とは別 の観 点 か ら,次 に 『用 語 集 』 と 日
本 語 学 習 のた め の基 本 語 彙 との共 通 度 につ い て眺 め る こ とにす る.。こ こで
比 較 の対 象 とす る基 本 語 彙 と して採 り上 げ る の は,国 立 国 語 研 究 所 日本 語
教 育 セ ン ター が 『日本 語 教 育 の た め の 基 本 語 彙 調 査 』(198斗)で 選 定 した
「基 本 語 二 千 」 「基 本 語 六 千 」 と称 され る も の で あ る
。 こ の 「基 本 語 」 で示
され て い る語 は,「 専 門科 目」 を 「専 門」 と 「科 目」 に分 け る よ うな,い
わ ゆ る短 い 単位 で あ る。 した がっ て,そ れ らの短 い単 位 を組 み 合 わせ て形
成 され る複 合 語 は非 常 に少 な くな っ て い る、 これ に対 し て 『用 語 集 』 は
r意 地悪 」r遊 び 相 手 」r甘 酸 っぱ い 」r言 い 聞 か せ る」r医 療 費 」r援 助 物
資 」 「悪 戦 苦 闘 」な ど,積 極 的 に複 合 語(合 成 語)を 収 録 して い る。 そ の た め
『用 語 集 』 と 「基 本語 」 とに共 通 す る語 を調 べ る と
,そ の割 合 は 次 ぺ 一 ジ
ー1〔〕5一
表6語 種別に見たr用 語集』 の語彙のr基 本語」 との共通度
基本語二千 と共通 基本語六千と共通
和'語 596(46.1) 1,147(36.7〉
漢 語 485(56.3) 1,472(45.6)
外 来 語 37(72.5)168(53.8)i
混 種 語 26(59.1) 87(39.4)
計 1,143(50.8) 2,874(41.8)
の表6に 示 す よ うに あ ま り高 くは な い 。 共 通 す る語 数 は 「基 本 語 二 千 」
で約50パ ーセ ン ト,「基 本 語 六 千 」 では40パ ー セ ン ト余 りで あ る 。
共通 度 が低 い も う一 つ の理 由 は,『 用 語 集 』 が学 習 対 象 者 を 中級 ・上級
者 と して い るこ と に よ る。 そ の た め に,初 級 段 階 で 既 に学習 した と思 われ
るご く基 本 的 な語 彙 は・ 積 極 的 に は収 録 され て い ない 。 さ らに,r2・ 語 彙
量 の概 観 と用 語 の定 義 」 で述 べ た よ うに,『 用 語 集 』 が意 味分 野別 の用 語
集 で,分 野 に よ っ て収録 語 数 に偏 りが あ る こ と も共 通 度 が低 くな っ て い る
理 由 と考 え られ る 。上 級 学 習者 を意 識 した分 野 で は,か な りの語 数 のや や
専 門的 な単 語 が収 録 され て い る か らで あ る 。
表6で は,和 語 と漢 語 が 大部 分 を 占 め,和 語 よ りも漢 語 の ほ うが 大 き
な比率 を 占 め て い る 。 そ の こ との意 味 す る も の を確 か め る た め に,『 用 語
集 』 とr基 本 語 二 千 」 お よびr基 本 語 六 千 」 との語 種構 成 比 を比較 してみ
る。 そ れ ぞ れ の語 種 別 語 数 とそ の 比率 を示 した の が表7で あ る 。
「基 本 語 二 千 」 「基 本 語 六 千 」 と比 較 して,『 用 語 集 』 の特 徴 と して挙 げ
られ るの は・.和語 の比 率 が低 く・漢 語 の比 率 が か な り高 い こ とで あ る 。一
般 に,基 本 的 な語 彙 に は和語 が 多 い と考 え られ る 。 それ を裏 書 きす る よ う
に,「 基 本 語二 千 」 で は和 語 の 比 率 が高 く,漢 語 を上 回 っ て い る。 それ と
比 べ る と,「 基 本 語 六 千 」 で は和 語 と漢 語 の比 率 は ほぽ 等 し く,わ ず か な
が ら漢 語 の 占 め る割 合 が大 き くな っ てい る。 『用 語 集 』 に お い て はそ の傾





表7P用 語集』 と 「基 本語」 の語種構成比 の比較
用語集 藷 蔑 禾語六千
言吾2,029(31,0)1,293(57.5)3,122(45,4)
語3・632⊂55・5)861(38・3)13・225(46・9)
外 来 語 552(8.4) 目51(2.3〉 312(4.5)
混 種 語 333(5.1) 44(1.9) 221(3-2)1
計 6,546(100,0) 2,249(100.0) 6,880(100.0)1
ともに,外 来語や混種語 の比率も高 くなっている。
このことは・いわゆる基本語彙 と教科書 との問には,収 録 される語彙の
内容に違いがあることを推測 させ る。山下喜代(1993)は,3種 類の 目本
語教科書 を取 り上げ,各 教科書における語種別出現語数 と比率 を調査 して
いる。表8に その結果を示す。
この日本語教科書の調査は,学 習対象者の異なる教科書を取 り上げ,語
彙について語種別の出現状況の特徴 を明 らかにしたものである。これ らの
教科書 と 「基本語六千」 を比較すると,す べての教科書で和語の比率が小
さく,外 来語 と混種語の比率が大きくなっている。特に,技 術研修生や ビ
表8日 本語教科書 の語種構成比
教科書A 教科書B 教科書C
和 語 1,3蚊40,9) 1,279(36.6) 845(43.2)
漢 語 1,504(45.9) 1,703(4呂.7) 807(41.3)
外 来 語 243(7.5) 358(10.3) 175(8.9)
混 種 語 187(5.7〉 154(4.4) 129(6.6)
計 3、2フ4(100.0) 3,494(100.0)1,956(100,0)
調 査 対 象 とな っ た教 科 書(詳 し くは 稿末 を参 照)
A一 名 古 屋 大学 日本 語教 育 グルー プ編rACouτseinMDdemJapa批seVo[.
1～4』
B一 国 際 協力 事 業 団編 ア技 術 研修 の た め の 日本 語1一 軸
C一 目米 会話 学 院 目本 語 研 修 所編 『日本 語 で ビジ ネ ス会 話 初 級 編 ・中級 編 一
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ジネ スマ ン を対 象 とし た教 科 書 は外 来 語 の比 率 が 高 くな って お り,r用 語
集 』 の外 来語 の 比率 は これ らの数 値 と近 い もの に な っ てい る。
漢 語 の割 合 で は,こ れ らの教 科 書 はr基 本 語 六 千4の そ れ の上 下 の値 を
示 して い る。 しか し,い ず れ も 『用 語 集 』 の割 合 よ りは小 さ い。 した が っ
て,『 用 語 集 』 の収 録 語 彙 が漢 語 に重 点 を置 い て い る こ とは,基 本 語 彙 だ
け で な く,一 般 の教 科 書 よ りも特徴 的 で あ る こ とが指 摘 され る。
5・ 意 味 分 野 の 再検 討
r2 .語 彙 量 の概 観 と用 語 の 定 義 」 で 述 ぺ た よ うに,r用 語 集 ■ にお け る
分 野 別 の語 数 に はか な りのば らつ き が あ る 。 ま た,見 出 し語 の語種 別 構 成
比 にお い て は漢 語 の 比率 が特 に高 い。 これ は,中 ・上級 学 習 者 に とって必
要 と、思 わ れ る語 彙 の収録 を 目指 した こ と に よ るが,『 用 語 集 』 の語 彙 の意
昧分 布 と語 種 分布 が,実 際 に どの よ うに な っ てい るの か を検 討 す る必 要 が
ある 。 こ こ で は,『 分 類 語 彙 表 』 を基 に して,『 用 語 集 』 の 意 味分 野 を再検
言寸す る こ と1こす る。
作業 手 順 と して は,中 野 洋(1996)のFD版 を利 用 して,意 味 コー ドを
付 与 し分析 した。 中野 の 『分 類 語 彙 表 』 は,元 版 の 『分 類 語 彙 表 』(国 立
国 語 研 究 所,1964)を 増 補 した約85,000の 語 彙 を収 録 した もの で あ る 。
複合 語 や一 部 の慣 用 句 も含 ま れ て お り,多 義 語 は複 数 の 意 味項 目に配 置 さ
れ て い る。
『用 語 集 』 の 語 彙 に意 味 コー ドを与 え る に当 た り,多 義語 の意 味 は そ の
語 が 『用語 集 』 の見 出 し語 と して掲 げ られ た分 野 で の意 味 に限 定 して コー
ドを付 与 す る もの と した 。目ま た,『 用 語 集 』 にお い て複 数 の分 野 に 出現 す
る語 につ い て は,一 っ の 意 味 コ ー ドで 代 表 させ た 。 同 様 に 「は か る(測
る ・量 る ・計 る)」 な どの和 語 の語 源 を同 じ くす る同音 類 義 語 も 区別 せ ず
に一 つ の意 味 コー ドで代 表 させ た。r用 語 集 』 の見 出 し語 の 内,『 分 類語 彙
表 』 に収 録 され て い な い語 に っ い て は コー ド付 げ を行 わ な か った 。 さ ら
に,「 体 の類 ・用 の類 ・相 の類 ・そ の他 の類 」 な どの品 詞 性 に よ る分 類 は,
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『分類語彙表』 のそれ に従 ったので,「3.見 出し語の属性による分析」で
示 した品詞別構成比と異なるところがある。
以上のよ うな方法でコー ド付けを行 った結果,r用 語集』 に収録す る見
出 し語6,546語 の内,6,083語 に意昧コー ドが付与 された。す なわち,
『用語集』の見出し語の内,斗63語 が 『分類語彙表`未 収録の語であった。
この斗63語 には,以 下のようなものが 目立つ・
[複合語]一 戸建て 着慣れる コピー機 カルチャースクール
[複次結合の漢語]学 園祭 記念写真 就職試験 文学研究科
[接辞性の字音語基を含む複合語]今 年中 ガス代.数 か月
[派生語1妹 さん 先生方 子 どもっぽい 親 しみやすい
[略語]芸 大 工大 通販 各停 部活 短大生 政経学部
が
[字音 造 語 成 分]一 犬 一店 一器 一業 一営 一 画
[音韻 変 化 を伴 う和語 の造 語 成 分]一 ご ろ 一 ど き 一 づ よい
【連 語]… 分 の … 海 の 日 痛 い所
これ らは,『 分 類 語 彙 表 』 の 元 版 で収 録 され て い な い の は も ち ろ ん,そ
の増 補 版 に も採 録 され て い な い わ け で あ る 。 そ れ は,決 して ア分 類 語 彙
表 』 お よび そ の増 補 版 が 不備 で あ る こ と を意 味 しな い 。 そ の元 版 の 主 た る
資 料 に な っ た の は,用 語 調 査 の短 い単 位 に基 づ く語 彙 表 で あ った 。 した が
っ て,複 合 語 や 派 生 語 は採 り上 げ られ に くか っ た。 また,増 補 版 で資 料 と
した各 種 の辞 典 な どで も,こ れ らの語 は載 せ られ に くい結 合 形 で ある 。 し
か し,日 本 語 を学 習 す る外 国人 学 生 に とっ て は,日 常 の生 活 で不 可 欠 な も
の が大 部 分 を 占 め てい る。 つ ま り,こ れ らの 『分類 語 彙 表 』 未 収 録 の語 彙
は,r用 語集 』 に お け る語 彙 選 定 の 姿 勢 を反 映 した も の と言 え よ う。
以 下 で は,『 分 類 語彙 表 』 に収 録 され て い る6,083語 に つ い て,そ の意
味 区分 別 の語 数 分 布 を検 討 す る。 次 ぺ 一 ジ の表9は ・r分 類 語 彙 表`の 意
味 区分 に 基 づ き,『 用語 集 』 の語 彙 の意 味 分 布 を語 種 別 に示 し た もの で あ
る。
大別 す る と,意 味分 布 は 「体 の 類 」5,%0語(86.1%),「 用 の類 」3叫
語(6.5%),「 相 の類 」 鱈2語(7,3%),「 そ の他 」7語(0.1%)と な っ て い
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る 。 先 に 示 した 見 出 し語 の 品詞別 構 成 比(表1)に 比 べ ・ 「用 の類 」(動 詞)
が減 少 して 「体 の類 」(名 詞)が か な り多 くな っ て い る 。 これ は・ サ変 動 詞
の語 幹 を 「体 の類 」 のみ に分類 し た こ とに よ る。
これ を語 種 別 に見 る と,先 に示 したr用 語 集 』 の見 出 し語 全体 の語 種 構
成 比(表2)に 比 べ,和 語 が や や多 く,漢 語 が や や 少 な い 。 つ ま り,『 分 類
語 彙表 』 に掲 げ られ てい ない 見出 し語 に は,漢 語 が多 い こ と を・ この数 字
は 物語 っ て い る こ とに な る。 しか し,漢 語 が半 数 以 上 を 占 め る こ とに か わ
りはな レ㌔
漢 語 が多 数 を 占 め る の はr体 の類 」 で,特 に 《1・3人 問活 動 》で は,全
体 の約3分 の2を 占 め てい る。《1、1抽象 的 関 係 》《L2人 間 活 動 の主 体 》で
も,漢 語 の割 合 が大 きい 。和 語 が漢 語 を上 回 る の は,「 用 の類Jと 「相 の
類 」 で あ るが,こ れ は 「用 の類」 に は漢 語 が有 りえ な い こ と と,「 相 の類 」
で は形 容 動 詞 の語 幹 に相 当す る もの に しか漢 語 が有 りえ な い こ と に よ る 。
つ ま り,品 詞性 に基 づ く偏 りに原 因 が あ る 。
「体 の類 」 の 中 で,和 語 が漢 語 を しの ぐの は,わ ず か に 《L5自 然物 ・自
然 現 象 》だ け で あ る。 こ の分 野 で は,地 形 名,身 体 部位 な どの基 本語 に和
語 が 多 い た め で あ る 。外 来 語 は,《1・4生 産 物 ・用 具 》で の み 和 語 を上 回
り,漢 語 に次 ぐ語数 を占 め て い る。
次 に,r用 語 集 』 の 意 味 分 野 と語 種 別 の 語 数 を 「基 本 語 六 千 」 と比 較 し
て み る。 国語 研(1984〉 に よる と 「基 本 語 六 千 」 の 意 味 と語 種 は 次 ぺ 一 ジ
の表10に 示 す とお りで あ る 。
「基 本 語 六 千 」 で は表 に 示 す よ うに
,「 体 の類 」 尋,526語(65.8%),「 用
の類 」1,174語(17.1%),「 相 の類 」1,021語(14.8%),「 そ の他 」159語
(2.3%)で あ る。 『用 語 集 』 の語 彙 は,「 基 本 語 六 千 」 と比 べ て も,「 体 の
類 」 に偏 っ てい る と言 え る 魁 これ は 「3,1品 詞 別 構 成 比 」 で述 べ た よ う
な,『 用 語 集 』 の性 格 や語 彙 選 定 の方 向性 に よ る もの と言 え よ う。 「用 の
類 」 「相 の類 」 に属 す る も の は,『 用 語 集 』 で は,r基 本 語 六 千 」 の半 数 以
下 に過 ぎ な い 。 「体 の類 」 は 『用 語 集 』 が5,240語(86.1%),「 基 本 語 六
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表10r用 語集』 とr基 本語 六干」 との意味区分別語数 の比較
用 語 集 基本語六千
L体 の 類 5,240(86,1) 4,526(65.8)
1 1抽 象的関係 789(13 0) 1,233〔17 9)
i1 2人 問活動 の主体 823(13 5) 574(8 3)
1 3人 聞 活 動 1,904(31 3〉 1,505(21 9)
1 4生 産物 ・用具 882(14 5) 632(9 2)
1 5自 然物 ・自然現象 842(13 8) 582(8 5)
2.用 の 類 394(6 5) 1,174(17 1)
2 1抽 象的関係 30(0 5) 568(8 5)
2 3精 神 ・行為 314(5 2〉506(7 4)
」
2 5自 然 現 象 50(0 8〉 100(・1 4)
3.相 の 類 442〔7 3) 1μ1(14 8)
3 1抽 象的関係 28(0 5) 586(8 5)
3 3精 神 ・行 為 256(4 1) 336(4 9〉
3 5自 然 現 象 83(1 4) 99(1 4)
4,そ の 他 7(0.1) 159(2.3)
4、1接 続 詞 類 1(0.1) 53(0,8)
4,3陳 述副詞 ・感動詞6(0.1) 106(1.5)
計6,083(100,0) 6,880(100.0)
目千 』 カ§4,526語(65,8%)で シ 語 数,比 率 と も1こカΣな りの違 ヤ、カヨあ る力ニテ
そ れぞ れ が 全 体 で 最 も大 き な割 合 を 占 め てい るこ とに違 い は な い 。
こ の 「体 の類 」 に属 す る も の 乞 そ の意 味 区分 ご との比 率 の大 きい順 に
並 べ る と,次 の よ うに な っ て い る。
用 語 集1.3〉1.4>1.5>1.2>1.1
基 本 語 六 千1.3>1.1>1,4>1.5>1.2
《1.3人 間活 動 》が 最 も多 い の は 同 じで あ る が,そ の 比 率 の 差 は 大 き
い 。『用 語 集 』 は31,3パ ー セ ン ト,「基 本 語 六 千 」 は21.9パ ー セ ン トで あ
一112一
る 。 こ の 《1.3》 に は 『用 語 集 』 の分 野 で語 数 の 多 い 〈1生 経 済 〉〈29.心
理 ・感 情 〉〈30.思 考 ・言 語 〉な ど の語 彙 が 多 数 含 まれ て い る 。『用 語 集 』
で は次 に,《1,4生 産物 ・用 具 》が 多 くな って い る。 これ ら は,分 野 別 に見
る と,〈1.食 物 〉〈2.衣 服>〈3、 住 居>〈4.道 具>〈5.施 設 ・機 関 〉〈6.交 通 〉
〈7.通 信 ・報 道>な どに 収 録 され て い る語 彙 が 多 数 を占 め て い る。 ま た,
《1.1抽 象 的 関 係 》に分 類 され る語 彙 が 『用 語集 』 で は少 な い が,こ の分 野
で 「時 問」 「空 間 」 「量 」 に 関 す る語 彙 以 外 で,『 用語 集 』 に収 録 され て い
る もの は極 端 に少 な い。抽 象 的 な意 味 を表 す 語 彙 を 『用語 集 ヨ に取 塑込 む
こ とは今 後 の課 題 と言 え る。
以 上 に述 べ た よ うに,『 用 語 集 』 に お け る分 野別 語 彙 の 収 録 の特 色 は,
・r分 類 語 彙 表 』 に基 づ く意 味 区 分別 分 布 の調 査結 果 に も表 れ て い る 。語 彙
が名 詞 に 偏 っ て い る こ と,ま た漢 語 が多 数 を 占 め る こ と な ど・ 『用 語 集 』
の語彙 の収 録 に は特 徴 が 認 め られ る。 これ らが語 彙 習 得 を 目的 とす る教 科
書 に付 随 す る特 徴 で ある か,あ る い は選 定 の偏 りに よ る も の で あ るか に っ
い て は,さ ら に検 討 の余 地 が ある 。 中 ・上級 学習 者 が,専 門用 語 の学 習 以
前 に必 要 とす る語 彙 の習 得 に役立 つ教 科 書 に して い くた め に は,こ れ らの
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